


































































初期の北東アジア人（北京周口店の山頂洞人 ）が寒冷地適応を受けながら、ベーリング海峡を渡ってアメリカ大陸に移住したこと、その後、北東アジア人は一層の寒冷地適応を受けたようであるが、そのルーツは定見をみていない が現状だとする。従来より、北東アジア系集団の南下により東南アジアへの拡散が起こり、弥生人やそれ以降の日本人が北東アジア系モンゴロイドの遺伝的影響を強く受けていることなど 言われてきたが、このような諸説に検討を加え、 「北東アジアのモンゴロイド系集団はカ大陸へ拡散した後も、最終氷期にはさらなる寒冷地適応を受け、新石器時代の終わりには、居住域を拡大させな ら中国南部を経て東南アジアまで南下し、その一部が弥生人 して日本に渡来した」とする。　
北東アジアの領域概念は、編者の菊池俊彦氏によって用法が深





























流域（オシポフカ文化）から中国東北地方（燕山周辺）にかけて共通に見られる極東平底土器の出現において、かつては大きく前半と後半 分けたが、極東平底土器諸文化の時代におい そ 間の移行期の様相も明らかになってき ことか 、中段階を設定し、大きく前、中、後の「三段 」 分け、これ あわせ 地域別に展開過程を概観する。またこの社会 お る問題点 つ 自
説の見直しを含めながら主に考古学的編年観から検討を加えている。　
著者も黄河流域以北を「北東アジア」のエリアとするが、極東
















域まで進出すること ある。続く前漢代には鉄器は一般集落（土器文化を伴いながら）にも普及しだす。以後、 松花江、 嫩江、 アムール川流域へと伝播する諸文化は、この第二松花江が起点となっている、とする。一方、豆満江流域やロシア沿海地方といった日本海沿岸地域への鉄器の伝播には、朝鮮半島の基部を流れる鴨緑江流域（後の高句麗に含まれる地域）の動向が重要と指摘する。すなわち北東アジアへの鉄器普及の二つのルートを摘出する 第二松花江からアムール川 つながるルートと朝鮮半島の基部を通って日本海側へとつながるルートである。　
ところで村上論文も指摘しているが、初期鉄器文化の区分と編







スキタイの起源という北方ユーラシア史 二つの問題に いて、最新の発掘調査の成果や研究動向を紹介していく。すなわち、 （１）馬という移動運搬手段をもつ騎馬遊牧民は つころ現れたか。 （２）スキタイは、古代ギリシアの文献 登場する騎馬遊牧民の名称だが、そのスキタイの起源問題である。前者は、前四〇〇〇年紀







文化の起源に関して、モンゴル高原の青銅器文化の究明が重要であるという観点から、高濱秀・林俊雄氏ら草原考古研究会のメンバーが近年、モンゴル中西部で発掘 いる青銅器時代のヘレクスル（一種の積石塚）や鹿石（石の表面に鹿など 刻んだ断面長方形の高さ ～三ｍほどの石柱）の調査の一九九九～二〇〇三年までの情報を提供する。二つは遺構群として 関性が認められ、構造も明らかになりつつあり、日本の調査団によって、ヘレクスルと鹿石の年代がほぼ同じで ることが確かめられた意義は大きいと結ぶ。　
第Ⅰ部の論者の大方は、大貫氏が言うように「新石器文化とは、
















と北海道もその範囲に含ま たとする見解）として史料に現れている蝦夷（エミシ）と粛慎（和語ではアシハセ について、考古学の研究成果を踏まえながら、七～九世紀の日本古代国家の確立過程の中に位置付けて、交易と交流という観点から検討を加える。まずエミシと呼ばれた人々の実態を、続縄文文化の後北Ｃ２・Ｄ式土器や北大Ⅰ式期の土壙墓遺構から見ていくが、三～四世紀あるいは五世紀代 東北地方の を「エミシ」 呼んでいいのか、「エミシ」概念の成立とも関わってくる問題である。また、本州北部のアイヌ語地名を取り上げ、 「これは古代国家の成立以前に イヌ語を使用する人々が本州北部に居住していたこと、ひいては続縄文人がアイヌ語を使用する人々であった と、すなわちエミシ
系の人々の一部はアイヌ語を使用していたことの状況証拠となろう」と結ぶ。一方、 「粛慎」の実態につ ては、五～六世紀頃に成立したオホーツク文化をルーツとし、直接的には七世紀代になってサハリンから道東・千島にかけてのオホーツク海沿岸部に分布していたオホーツク文化に当たる可能性 指摘する。粛慎＝オホーツク文化説である。なお、七世紀の北海道の土器文化はまもなく擦文文化が始まろうとする段階である。 「渡島エミシ」を当てても不当ではない。ま 、オホーツク文化拡大の背景に大陸方面とのパイプを想定し、中国史書に見える「流鬼」はサハリンのオホーツク文化に当たるか、とする。　
蓑島氏の主張のもう一つが有名な「交易港」 （ポランニーの概念）













からは三世紀代 馬形帯鉤が共通して出土しているという。この時期の辰韓の墓制は、木棺・木槨墓であるが、新羅時代になると積石木槨墳、横穴式石室墳が造営されていく。四世紀前半の新羅初期の段階はまだ木槨墓であり、木槨墓は積石木槨墳成立以前墓制として位置付けられる、とする。三～四世紀代は隣接 濊（平壌一帯の楽浪郡、黄海南北道一帯の帯方郡にあたる）も存在した。新羅の墓制は、四世紀半ば頃に積石木槨墳が成立し、新羅独自の墓制として発達した。五世紀後半 は巨大墳も造営される。それが六世紀後半～七世紀に積石木槨墳から横穴式石室墳にかわるという。はじめ横穴式石室は、慶州盆地 王京をとりまく縁辺に造られるが、統一 成立の六六八年以後、王京外に造営されるという。また、慶州の積石木槨墳 副葬品は身分制を示 という。例えば象徴的な山字形冠は五世紀中葉、 金銅冠として出現した。これらは慶州の古墳群に集中しつつも、周辺地域にも分布し、新羅の勢力拡大 軌を一にする、という。　
一方、新羅は五世紀後半以降、軍事力をもとに領域を周辺に拡
大していくが、五世紀末以前の嶺東地域や小白山脈南麓地帯は、非新羅地域であった。ここは新羅に服属する以前 「秦韓」と認識されており、新羅進出以前のこの地域の五世紀代の古墳群では竪穴式石室が発達しているという（慶州盆地 積石木槨墳








研究史を踏まえて各地域ごとに年代や地域間関係について整理し、土器は基本的に非ロクロだが、一部にロクロ整形も見られることを指摘する。これはまた初期靺鞨罐の構成と系譜でも同様の現象を示す。これを受けて靺鞨罐の成立過程に関わって、靺鞨罐の起源地はアムール川中流域・三江平原北部周辺と想定する ただし成立過程においては、確か 前代の土器群構成を大きく改変し、斉一的な靺鞨罐が広範囲で製作・使用されたことが確認される一方で、靺鞨罐初期の構成に 地域差があり、それらは前代の土器群伝統を反映しているのだ、とする。靺鞨罐の影響は、サハリン、





























の社会の様子を、 発掘調査が進んでいるアムール川、 松花江各流域、渤海 中心地のひとつである牡丹江流域、アムール川流域 沿海地方をつなぐウスリー川流域、沿海地方の考古学資料を用いながら概観し、あわせてその成立過程や社会の実態を把握しようとするものである。記述は学説を再整理しながら、 資料 見直しを行いかなり詳細な出土土器の群 検討 通して、さまざまな文化領域の設定を行うなど非常に手堅い印象 受け 。　
女真とは、一〇世紀頃から正史に登場する集団の名称であり、
その居住地は現在の中国東北地方・ロシア極東・東北朝鮮に当るとされ、とくに渤海滅亡後の当該地域の住民として記載が多く

















る。そのアイヌはいつからこの三地域に暮らし始めた か、なぜ三地域のアイヌは形態的に違ってきた か。この問題 解くひとつのヒントが、オホーツク文化を究明す 中にある いう。なぜならオホーツク文化はこの三地域すべてに関係し この差を考えることがアイヌの地域差を考える上で、一つ キーになるからだという。つまりオホーツク文化人とはどんな人か。こ 課題に迫
るために著者の石田氏は、解剖学・形質人類学的手法で人骨にさまざまな分析を加えていく。また並行してアイヌとの関係をも追っていく。　
はじめにオホーツク文化人の骨の特徴を、モヨロ貝塚出土の男
性頭骨から述べ 。全体に顔が大きく身長が高い。この特徴は、北アジアのシベリア・極東の寒冷地に暮らす人々と共通するという。次いで イヌの骨格形態、本土日本人の骨格形態の諸特徴に及ぶが、時間的・地理的な広がりで見ると、オホーツク文化になって、北海道の東北部に北アジ の人々 形質をはっきりもつ集団が現れたと考えてよいとし、地理的にも人骨資料にい かの差異が認められるにし も、サハリン南部、北海道のオホーツク海岸、千島列島にひとつ まとまった群としてオホーツク文化を担った人々がいたようだ する。 た、近隣諸集団との関係において、オホーツク文化（人骨）は、北東 どこの人々 形態 類似するのかという問いでは、近隣諸集団 の比較を試み サハリンやアムール川下流域のあたりを源郷とするようだが、それを証明する同時期の人骨が未発見なところから結論を保留している。そして最後に相互に連関性が想定さ るアイヌとの関係につ ては、オホーツク集団はアイヌや縄文時代人骨にも類似する特徴をもっており、この三 に何らかの共通性があることを感じ という。また、ＤＮＡ比較からもオホーツク文化人骨がアイヌ集団の形成に関与している可能性を示唆すると結ぶ。　
内容は非常に整理されて論が展開され、わかりやすい文章の典
型例といえる。それはトピックをどのように組み合わせら か










紀からであり、その前は擦文文化とオホーツク文化があった。オホーツク文化は、サハリン南部から北海道、南千島を中心とするオホーツク海沿岸に広がるが、在地で生産されなかった鉄製品や墓の副葬品から交易関係を分析すると、中期まではアムール方面に展開した靺鞨・女真文化方面、後期になってからは擦文文化さらには本州側の律令国家体制を強く指向していたことがわかるという。福田論文は、生態環境のひとつ森林景観から見た極東ロシアと北海道との間 関係論として、旧石器～新石器時代の概観を行うが、それはオホーツク文化に先行する文化につ も、発掘調査資料に即した国際的な調査研究が可能になってきたからだとする。ただし、大陸と北海道との間の交流論（交易・交換）を説く前に、まず時間軸に沿った文化配置関係の把握と、各地の生態環境に適応した社会組織・生活構造の復元作業が必要だという。また、大陸～北海道間の関係論で 、アムール川下流域・サハリン・北海道という間宮海峡周辺 諸地域に注目して、これらの地域における新石器時代以降の文化変遷や生活構造について紹介している。さらにシベリア型の食料資源の広がる地域である間宮海峡北辺域にも注目しつつ ムール川下流域の新石器文化 変遷についても諸説を紹介 ていくが、現状の調査研究の成果からは、北海道とアムール川下流域方面の新石器文化は、互 無関係 存在したと判断している。
　
新石器時代あるいは縄文時代に特有であったサハリン内に南北
に二分される文化の対置関係は紀元前後に崩れ、この前後のサハリン中・南部～北海道北端部では鈴谷式土器が広がる。もともとアムール川河口域では「ウリル系土器」が展開し、サハリン北部出土の土器もこれに関連深いものが目立つという。 たがって、間宮海峡北辺域はアムール川系の圏内に含められるとする。これが鈴谷文化期になると南北の土器文化が大きく融合しだ という。鈴谷式土器（文化）がオホーツク文化の成立に して重要な画期となったことは周知 ところである。そして生態環境及び考古学的に識別される文化配置から新石器時代以降の文化変遷を見る限り、北海道は、アムール・東シベリアなど 北方系の影響をほとんど受けておらず むしろ本州方面の南方との 係が持続的 存在した道南と、さ にその周縁形態の占める道東北とで構成される地帯ととらえるべきと結論する。　
近年、著者らによって進められているアムール川下流域の新石






行動に関連するものとして注目した奥尻島青苗砂丘遺跡について、さらに中期まで範囲を広げて、オホーツク集団 しての動向を分析したものである。青苗遺跡は、日本海側で確認されたオホーツク文化の遺跡としては最南端 事例であることは周知の ころである。分析には主に三遺跡をトピックに げる。
















地式土器」 ある。熊木論文は、オホーツク文化 終末期に擦文文化との接触・融合によって出現した元地式土器に関する最新研究成果に基づいて、主 香深井５遺跡出土土器の型式学的検討を通じて考察したもの 北海道で と擦






方領土と呼ばれる国後島・択捉島におい 、竪穴群 思われる地表面の窪みの集まりを複数確認す できた す 報告である。具体的な調査が困難な現状にかん み、その検討結果を示したものである。こ に国後島南端部の泊平野 大規模な窪地の密集地帯が見られ、解析した結果、五つのグループからなる計七〇〇以上の縄文期からオホーツク文化期・擦文文化期に至る
















とするが、実は中世的世界への変質過程を考えるこ は、それほど簡単なことではない。まさに小口自身が言うとおり ある。本論では、第一の画期を一〇世紀初頭、 二の画期を一二世紀以降ととらえながらも、時代 超えた特色である「交易と交流」に重点を置き、その間に位置する安倍・清原・藤原・安藤の諸氏 段階を切り口に論を展開 。ところで北方交易の特徴とは、鉄・須恵器（陶器） ・布・米・塩等 あり、北方からもたらされた産物






である。武田論文は、当地域が中華文明の受容に有利な地理的位置にあることを説き、唐代の墓誌の影響を受けた契丹 墓誌資料を駆使して、自己 中華 秩序 中に位置付ける いう契丹の中華化を論ずる。　
後漢以降、この地にあった鮮卑は南下して北魏を建て、その後
新たに当地域に拠ったのが契丹であった。契丹は 魏以降 隋・唐の支配を受けつつ、 またモンゴル高原を中心とする突厥・回鶻（カイコツ・ウイグル族）などからも大きな影響を受けた 、本地域は、古来より中華世界と遊牧世界との結節点であり ここを本拠とし






た契丹は、王朝国家と帝国の興亡の狭間で民族としての存在を維持してきたのであり、そこには双方から受容した政治・文化の要素を併せもっ と考えられるという。一〇世紀に生じた巨大国家である唐・回鶻の衰退という事態において、これらを継承して契丹族によって契丹国（遼朝）が建設された。一〇世紀初めのこである。本論は、契丹国の成立過程や建国後の様相を包括的に概観したもの 、契丹の政治制度では、各朝を通じて漢人が主たる地位や重要な役割を占めていたこと 社会組織におい も近年出土の墓誌資料の分析から、制度的・文化的にも中華の制度への価値観の同質化が見られ、それはまさに「中華化」なのだとする。　
以上より、契丹族が古来より中華の諸文化と一定の接触があり、










域におり、後のイェケ＝モンゴル＝ウルスとは、大モンゴル国の意だという。白石論文は、初 君主チンギス＝カンによって建国された「モンゴル帝国」と呼ばれるイェケ＝モンゴル＝ウルスという、大モンゴル国の政権の特質を「社会組織の進化」と う視点から考えたものである。そ ために 他の政権・国家との成立過程との異同を比較して、その特質を明らかにしようとしている。
資料には、アルグン川上流域のアウラガ遺跡の集落跡や鉄製品の工房跡の考古学的調査成果を基礎にする。社会組織の進化は、大別三段階に分けて論述される。氏族社会から部族社 へ（六～一〇世紀） 、部族社会から首長制社会へ（一一～一二世紀） 、首長制社会から国家へ（一三世紀前半）である。第 段階はまだアルグン川流域におり、半猟半牧の民で、墓 から見てもほぼ格差のない社会と推定する。一方、この頃アルグン川に合流するシルカ川流域には、土塁と壕に囲まれた大集落が出現し、そこでは戦争を想定している。この後、シルカ川水系中心に人口増加が起こり、部族社会へ移行していったとする。また周辺諸 族からの圧迫と干渉は、モンゴル族の社会的統合の促進と 固有文化の形成を推し進める契機となった。第二段階の一一世紀中頃、社会 進展は見られても、モンゴル族はまだ部族段階であっ 。しかし、戦乱が激しくなり、この中からアルグン川流域 集団の再編が加速したらしい。また生態系 環境変動も加わり、増えた人口を養うため、モンゴル族は新天地 求めてアルグン川流域の西の後バイカリエに移動を始めた。この間も一帯では各地で 間戦争が発生しており、この中から征服部族と被征服部 が現 れ 部族間に階層差が生じた。また戦争リーダー層も形成された モンゴル族内のリーダーの有能者はやがて政治的リーダーになっ 一一世紀後半頃である。この頃モンゴルは契丹に朝貢している。チギスはこのモンゴル族のリーダーの子孫から選ばれたのであリーダーが特定氏族に世襲される とこそ首長制の指標であり、首長制段階に社会が進化していった である。第三段階 一三











































松花江・牡丹江・豆満江流域一帯）に散居した女真人（ジュシェン諸集団）は長くモンゴル帝国・明朝の支配下に置かれて 。杉山論文は女真の諸氏族が、一七世紀 初め ヌルハチによって
後金国が建国され、四〇〇年ぶりに統合を果たした歴史をその変遷（元明交替期から明清交替期まで）を含めて詳細に述べる。の後、後金改め大清国になることは周知のところであり、その支配層はヌルハチの子孫たる、マンチュリアに出自する女真改め満洲人（マンジュ）であった。　
元代から元明交替期の女真（明代は女直）諸集団は、マンチュ
リア各主要河川流域に散居しつつ、次第に南下しながら新しい秩序に再編されていった。このような中で一五世紀の初め、明朝の積極的な朝貢勧誘策に応じて、女真人首長が相次いで入朝してきたという。物資に乏しく対明交易に依存せざるを得 女真諸勢力であったからだとする。一方、一五世紀末以降 マンチュリアでは在来の首長権の弱体化が起こり 急速に勢力交替とそ に伴う政治秩序の再編が進んだという。原因の第一は、在来首長権の弱体化だが、第二が明側の朝貢制限策への転換と貂皮・人参貿易などの急発展があるとする。巨額な利益を生む貿 利権を掌握し、管下を強力に統制する新興勢力が急速 台頭したためである。こうして、一六世紀後半には、渾河上流域から鴨緑江流域にかけて建州三衛（一五世紀に成立）に代わってマンジュ五部が形成されていた。　
この中の王杲は新興勢力として台頭した代表で、一六世紀後半
には蘇子河・渾河流域の三部を押さえたが 後に明に討たれた。同じ頃、渾河流域で勢力を築いていた王兀堂も明軍に敗れ、五部内各地では中小勢力が対立を繰り返す状況が生まれた。こと 蘇子河・渾河流域の三部には多数の豪族が並び立ち、そ 一人が、










味合いの 「蝦夷が千島」 「千島の蝦夷」 に由来する される。しかし、近世になると 島（北海道） 」と区別して「蝦夷の千島」をとらえようという認識が次第に強まっていったという。事実一八世紀前期頃成立かとされる『蝦夷 記』は「蝦夷の千島」 蝦夷島（北海道島）の東の方にあ 島々、すなわち千島列島を意識して使っていたようだという。菊池論文は 一七世紀以降に千島と呼ばれる列島、あるいは島々はどこを指しての呼称であった かを文献を駆使して検討し、その概念が意外に不定見であることを指摘する。それはまた我々の認識の甘 への警句とも る。　
一七世紀の千島列島についての情報はきわめて乏しいという。






それを詳細に検討することで、千島列島 そこに住むアイヌ 人々の歴史の一端を明らかにしようとしたも である。ここでいう「千














ン（樺太） 、北海道の住民が中国と日本の間で、事実上の仲介交易を行っていたことは広く認められ きている。いわゆるサンタン（山丹）交易である。佐々木論文は、このサンタン交易の経済的側面に注目し、 「サンタン、スメレンクルの商人たちが、日本と中国との間の仲介交易で取り扱った商品の価値、価格 さらには交易を通じて得られた彼らの利益に焦点 当てな ら」そ 特徴 つ
いて明らかにしたものである。また、どの程度の利益を上げることができたのかまで分析している。　
データは一八世紀末頃、松前藩がサハリン南端に設けた白主会






易ルートに関わる諸民族の言語 面から検討を加えたものである。もともと北海道のオホーツク文化遺跡から出土し セイウチ 牙













府の一員として蝦夷地に派遣された高松藩士本木謙作が著した、蝦夷地 様子とロシアの蝦夷地への接近の実状（例えばロシア人による襲撃事件やその後のパニックなど）を精緻に報告している稀覯書［本］ 紹介である。 『秘帳坎々奇話』は地脯山人著、 『北征秘談』は本木著であるが、実は同一人物 よる記述内容であることを指摘しながら、その背景を考えているエッセイ。　
以上、三〇編の論考を紹介しながら、若干のコメントを付して
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